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考では片付かない「義理」や「人情」をもって」、「〈近代〉に戦いを挑んだ」(以上、p.34)
作品として読むべきではないかという点を強調している論考である。(初出は『愛知文教大学比較文化
研究』第 13号、平成 26年 11月) 
 







どを指摘した好論である。(初出は『佛教大学大学院紀要』第 36号、平成 20年 3月)               
 
第三章   漱石作品と〈神〉 













れる点を指摘した。(初出は『愛知文教大学論叢』第 17号、平成 26年 11月) 
 
























の中央気象台の「空気ノ温度」(1907[明 40]年 3月 27～31日)の資料を博捜し、他方では京
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